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＜病棟連絡事項＞
・本日原Ｄｒ．が往診にこられています。次回の往診は3/18(月)9時とのことです。

・治験導入者について…

　⇒評価・検査日がそれぞれ異なるため、随時スケジュールの確認を行って下さい。

＜ベッドコントロール＞

・松谷　さと子様～本日東Ｂ→西Ｂへ転入されています。
・上平 實様～本日移動予定でしたが、主治医未確認とのことで延期となっています。

＜患者様連絡事項＞
・松村　康憲様～本日14時、自宅へ退院されています。
・西舘　力哉様～治験評価が2/23（土）となっています。心電図検査は治験薬服用から5

～7時間以内に行う必要があります。明日は検査の佐藤さんが公休となっ

ているため、東病棟の上野ＪＧＭに検査実施依頼をしています。
また、不安・不穏時の頓服薬について、2/25 22時から2/26 12時までは

服用禁止となっているため、周知して下さい。
洗濯は自己洗濯となっています。

・菅野 勝利様～栄養スタッフより、腎臓栄養剤（カロビタンゼリー）は今後他患者様の栄

養剤と共に準備をしておくとのことです。
飲用・提供を忘れないために、朝食後薬・昼食後薬服用後、本人へお渡し

することとしています。

・船田　泰子様～本日原Ｄｒ．が診察を行っています。フェントステープ（1）→（0.5）へ減量後、疼痛は持続してあるがリスペリドン1回/日屯用することで自制出来ていること情報提供しています。2/9、10に強い疼痛を訴えていたこともありましたが現在は軽減しており、麻薬減量後や気候の影響等も考えられることを説明されています。左手指、下肢の浮腫については経過観察の指示があります。フェントステープ（0.5）　2/28～　28日分処方継続となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・市川　真紀子様～精神症状に大きな変動なく過ごすことが出来ています。現在右第3指

の腫脹は軽減していますが、同様の症状を繰り返しているため引き続

き経過をみていきましょう。
・若松　澄子様～トイレ誘導を行うようになってから、放尿の回数が減少しています。引き続きこまめにトイレ誘導を行っていきましょう。また、放尿や失禁時は排泄表に分かるように記載をして下さい。
・藤井　孝蔵様～バイタル異常はありません。左大腿部の処置（石けんで洗浄後、デルモ

ゾールＤＰ軟膏塗布、ガーゼ保護）を行っています。精神症状の大きな

変動はないため、引き続き経過をみていきましょう。
・中市　正治様～バイタル異常、点滴トラブルなく経過しています。午前中は少量の排便

のみ確認しているため、午後より浣腸を実施予定としています。また本

人より「しょっぺ」との訴えが聞かれ塩化ナトリウムの服用で苦戦され

ています。時間を分けて与薬するようにしていきましょう。
＜転入患者様情報＞
　■松谷　さと子様（59）統合失調症　任意入院　主治医：深澤Ｄｒ．
　⇒プログラム：全て導入中。
　⇒カード：なし。私物発注伝票にて8000円/　※受け持ちＮｓ要許可。

⇒洗濯：業者→自己洗濯へ

⇒貴重品：医事管理。保険証、バス券、手帳はチェストにて本人管理。（チェストキーは本

人持ち）

⇒嗜好品：コーヒーとクリープは自己管理。おやつはスタッフ管理。

⇒受け持ち：北城Ｎｓ

※他、電子カルテ、サマリーを参照して下さい。
　　　　　
　　　　　　　　　
　　　
　　　　
　　　　
